
動 物 用 医 薬 品

　販売開始　
承認指令書番号

貯法 2～8℃、密封容器

4動薬第1948号
2023年11月

犬猫用セファロスポリン系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

含量有効成分

セフォベシンナトリウム 340.8mg（力価)

1．守らなければならないこと
（一般的注意）
　・本剤は、要指示医薬品であるので獣医師等の

処方箋・指示により使用すること。
　・本剤は、効能・効果において定められた適応

症の治療にのみ使用すること。
　・本剤は、定められた用法・用量を厳守し、反

復投与は避けること。

（取扱い及び廃棄に関する注意）
　・小児の手の届かないところに保管すること。
　・2～8℃に保存すること。
　・注射器具は滅菌されたものを使用すること。
　・使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従

い処分すること。
　・本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しな

いように注意し、地方公共団体条例等に従い
処分すること。

　・使用済みの注射針は、針回収用の専用容器に
入れること。針回収用の容器の廃棄は、産業
廃棄物収集運搬業及び産業廃棄物処分業の許
可を有した業者に委託すること。

2．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
　・誤って注射された者は、直ちに医師の診察を

受けること。
　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤に

過敏反応を示したことのある人は、皮膚炎等
のアレルギー症状を起こすことがあるため、
皮膚に付着した場合は直ちに洗い流すこと。

（犬及び猫に関する注意）
　・副作用が認められた場合には、速やかに獣医

師の診察を受けること。
　・犬の歯周病に対して用いる場合は、本剤投与

後、獣医師の指示によりブラッシング等歯肉
縁上のプラークコントロールを行うこと。

【使用上の注意】
（基本的事項）

【効能又は効果】
　［有効菌種］
　　本剤感受性の下記の菌種
　　スタフィロコッカス・アウレウス、スタフィロ

コッカス・インターメディウス、スタフィロコ
ッカス・シュードインターメディウス、スタフ
ィロコッカス・シムランス、プロテウス・ミラ
ビリス、パスツレラ・　ムルトシダ、大腸菌、レ
ンサ球菌属、ポルフィロモナス・グラエ、ポル
フィロモナス・サリボサ、その他のブドウ球菌
属

　［適応症］
　　犬：細菌性皮膚感染症、細菌性尿路感染症、歯周病
　　猫：細菌性皮膚感染症

【用法及び用量】
　本剤は、表示力価に従い1ｍL当たり80mg（力価）
となるように注射用水で溶解して用いる。体重
1kg当たりセフォベシンとして下記のとおり皮下
に1回注射する。

　　犬：8mg（力価）
　　猫：8mg（力価）

【本質の説明】
　本剤の有効成分であるセフォベシンは、第3世代
のセファロスポリン系抗生物質であり、βラクタ
マーゼに安定で、広い抗菌スペクトルを有する。

【成分及び分量】
　本品1バイアル　(10mL容器)　中

　本剤は、皮下投与後に14日間有効な血中・組織内
濃度が持続する。単回投与で治療することができ、
飼い主の投薬負担はない。また、本剤は溶解後8週
間の安定性を確認しており、時間の経過と共に淡褐
色～褐色に変化するが、貯法および使用期限に従っ
て保存した場合は、有効性および安全性に影響はな
い。
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セフォベクリア◯Ｒ注



（専門的事項）

【製品情報お問い合わせ先】
　共立製薬株式会社　学術
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
　TEL：03-3264-7556

獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、障害若しくは死亡の発生
又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関する事項を知った場合において、保健衛生上の危害
の発生又は拡大を防止するため必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡すると
ともに、農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/fukusayo/sousa/index.html ）
にも報告をお願いします。

製造販売業者

開 発 元

販 売 元

④相互作用
　・本剤は血漿蛋白結合能が高く、他の蛋白結合

能の高い薬物を併用すると血漿蛋白との結合
において競合し、他の薬物の血漿中遊離体の
濃度が変化して単独投与の場合より高くある
いは低くなることがある。したがって、他の
薬物の有効性及び安全性に変化が起きる可能
性があるので、他の蛋白結合能の高い薬物と
の併用には十分注意すること。

⑤その他の注意
　・本剤は20ｍL容器1容器当たり10ｍL、

10ｍL容器1容器当たり4ｍL、2ｍL容器1容
器あたり1ｍLの注射用水で溶解（80mg（力
価）／mL）して用いること。

　・溶解液を保存する場合は、バイアル及び箱に
溶解日を記載し、バイアルを箱に戻し、しゃ
光して2～8℃で保存すること。

　・溶解後、8週間を経過したものは使用しない
こと。

　・本剤を複数回使用する場合は、汚染菌の混入
を防止するよう細心の注意を払うこと。

　・本剤の溶解液は時間の経過と共に、淡褐色～
褐色に変化する。

　・本剤を溶解後、室温・散光条件下で4週間保
存した場合に、力価は溶解時に比べ約20％低
下し、また、in　vitroの試験系において細胞
毒性がみられたという成績がある。

①対象動物の使用制限等
　・犬及び猫以外の動物には投与しないこと。
　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤に

過敏反応を示したことのある犬及び猫には投
与しないこと。

　・8週齢未満の犬及び猫には、安全性が確認さ
れていないため、投与しないこと。

　・本剤の繁殖に及ぼす影響は確認されていない
ため、妊娠中及び授乳中の動物には投与しな
いこと。

②重要な基本的注意
　・本剤は第一次選択薬が無効である症例に限り

使用すること。
　・犬の歯周病に対して用いる場合は、まずス

ケーリング等の器械的処置や外科的処置を検
討すること。その上で抗菌剤の投与が適切と
判断される場合で第一次選択薬が無効である
症例に限り、本剤を投与すること。

　・本剤の使用に当たっては、耐性菌の発現等を
防ぐため、原則として感受性を確認し、適応
症の治療上必要な場合のみ投与すること。

　・本剤は1回皮下投与により感受性菌に対して
有効な血中・組織内濃度が約14日間持続する
ため、本剤投与後14日間は再投与する必要は
ない。

　・薬物の効力が長時間持続するため、副作用が
発生した場合は長期的な治療が必要となる可
能性がある。

　・重度の腎機能障害を持つ動物における本剤の
安全性は評価されていない。

③副作用
　・本剤の投与により、ときに下痢、嘔吐、元気

消失又は食欲の減退がみられることがあるの
で、飼育者に対してよく説明すること。

　・本剤の投与時に、ときに注射部位の疼痛がみ
られることがある。

　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤で
は、まれに過敏症を起こすことが知られてい
るので、観察を十分に行い、症状があらわれ
た場合には適切な処置を行うこと。
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動 物 用 医 薬 品

　販売開始　
承認指令書番号

貯法 2～8℃、密封容器

4動薬第1948号

犬猫用セファロスポリン系抗生物質製剤
要指示医薬品　指定医薬品

含量有効成分

セフォベシンナトリウム

1．守らなければならないこと
（一般的注意）
　・本剤は、要指示医薬品であるので獣医師等の

処方箋・指示により使用すること。
　・本剤は、効能・効果において定められた適応

症の治療にのみ使用すること。
　・本剤は、定められた用法・用量を厳守し、反

復投与は避けること。

（取扱い及び廃棄に関する注意）
　・小児の手の届かないところに保管すること。
　・2～8℃に保存すること。
　・注射器具は滅菌されたものを使用すること。
　・使用済みの容器は、地方公共団体条例等に従

い処分すること。
　・本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しな

いように注意し、地方公共団体条例等に従い
処分すること。

　・使用済みの注射針は、針回収用の専用容器に
入れること。針回収用の容器の廃棄は、産業
廃棄物収集運搬業及び産業廃棄物処分業の許
可を有した業者に委託すること。

2．使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）
　・誤って注射された者は、直ちに医師の診察を

受けること。
　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤に

過敏反応を示したことのある人は、皮膚炎等
のアレルギー症状を起こすことがあるため、
皮膚に付着した場合は直ちに洗い流すこと。

（犬及び猫に関する注意）
　・副作用が認められた場合には、速やかに獣医

師の診察を受けること。
　・犬の歯周病に対して用いる場合は、本剤投与

後、獣医師の指示によりブラッシング等歯肉
縁上のプラークコントロールを行うこと。

【使用上の注意】
（基本的事項）

【効能又は効果】
　［有効菌種］
　　本剤感受性の下記の菌種
　　スタフィロコッカス・アウレウス、スタフィロ

コッカス・インターメディウス、スタフィロコ
ッカス・シュードインターメディウス、スタフ
ィロコッカス・シムランス、プロテウス・ミラ
ビリス、パスツレラ・　ムルトシダ、大腸菌、レ
ンサ球菌属、ポルフィロモナス・グラエ、ポル
フィロモナス・サリボサ、その他のブドウ球菌
属

　［適応症］
　　犬：細菌性皮膚感染症、細菌性尿路感染症、歯周病
　　猫：細菌性皮膚感染症

【用法及び用量】
　本剤は、表示力価に従い1ｍL当たり80mg（力価）
となるように注射用水で溶解して用いる。体重
1kg当たりセフォベシンとして下記のとおり皮下
に1回注射する。

　　犬：8mg（力価）
　　猫：8mg（力価）

【本質の説明】
　本剤の有効成分であるセフォベシンは、第3世代
のセファロスポリン系抗生物質であり、βラクタ
マーゼに安定で、広い抗菌スペクトルを有する。

　本剤は、皮下投与後に14日間有効な血中・組織内
濃度が持続する。単回投与で治療することができ、
飼い主の投薬負担はない。また、本剤は溶解後8週
間の安定性を確認しており、時間の経過と共に淡褐
色～褐色に変化するが、貯法および使用期限に従っ
て保存した場合は、有効性および安全性に影響はな
い。

セフォベクリア◯Ｒ注

【成分及び分量】
　本品1バイアル　(20mL容器)　中

852.0mg（力価)

2025年6月作成（第1版）
2023年11月
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（専門的事項）

【製品情報お問い合わせ先】
　共立製薬株式会社　学術
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北一丁目11番5号
　TEL：03-3264-7556

獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、障害若しくは死亡の発生
又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発生に関する事項を知った場合において、保健衛生上の危害
の発生又は拡大を防止するため必要があると認めるときは、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡すると
ともに、農林水産省動物医薬品検査所（https://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/fukusayo/sousa/index.html ）
にも報告をお願いします。

製造販売業者

開 発 元

販 売 元

④相互作用
　・本剤は血漿蛋白結合能が高く、他の蛋白結合

能の高い薬物を併用すると血漿蛋白との結合
において競合し、他の薬物の血漿中遊離体の
濃度が変化して単独投与の場合より高くある
いは低くなることがある。したがって、他の
薬物の有効性及び安全性に変化が起きる可能
性があるので、他の蛋白結合能の高い薬物と
の併用には十分注意すること。

⑤その他の注意
　・本剤は20ｍL容器1容器当たり10ｍL、
10ｍL容器1容器当たり4ｍL、2ｍL容器1容
器あたり1ｍLの注射用水で溶解（80mg（力
価）／mL）して用いること。

　・溶解液を保存する場合は、バイアル及び箱に
溶解日を記載し、バイアルを箱に戻し、しゃ
光して2～8℃で保存すること。

　・溶解後、8週間を経過したものは使用しない
こと。

　・本剤を複数回使用する場合は、汚染菌の混入
を防止するよう細心の注意を払うこと。

　・本剤の溶解液は時間の経過と共に、淡褐色～
褐色に変化する。

　・本剤を溶解後、室温・散光条件下で4週間保
存した場合に、力価は溶解時に比べ約20％低
下し、また、in　vitroの試験系において細胞
毒性がみられたという成績がある。

①対象動物の使用制限等
　・犬及び猫以外の動物には投与しないこと。
　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤に

過敏反応を示したことのある犬及び猫には投
与しないこと。

　・8週齢未満の犬及び猫には、安全性が確認さ
れていないため、投与しないこと。

　・本剤の繁殖に及ぼす影響は確認されていない
ため、妊娠中及び授乳中の動物には投与しな
いこと。

②重要な基本的注意
　・本剤は第一次選択薬が無効である症例に限り

使用すること。
　・犬の歯周病に対して用いる場合は、まずス

ケーリング等の器械的処置や外科的処置を検
討すること。その上で抗菌剤の投与が適切と
判断される場合で第一次選択薬が無効である
症例に限り、本剤を投与すること。

　・本剤の使用に当たっては、耐性菌の発現等を
防ぐため、原則として感受性を確認し、適応
症の治療上必要な場合のみ投与すること。

　・本剤は1回皮下投与により感受性菌に対して
有効な血中・組織内濃度が約14日間持続する
ため、本剤投与後14日間は再投与する必要は
ない。

　・薬物の効力が長時間持続するため、副作用が
発生した場合は長期的な治療が必要となる可
能性がある。

　・重度の腎機能障害を持つ動物における本剤の
安全性は評価されていない。

③副作用
　・本剤の投与により、ときに下痢、嘔吐、元気

消失又は食欲の減退がみられることがあるの
で、飼育者に対してよく説明すること。

　・本剤の投与時に、ときに注射部位の疼痛がみ
られることがある。

　・ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤で
は、まれに過敏症を起こすことが知られてい
るので、観察を十分に行い、症状があらわれ
た場合には適切な処置を行うこと。

◯Ｒ登録商標
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